
　
認
知
症
は
、様
々
な
要
因
で
記
憶
力
や
認
識

力
が
低
下
し
て
い
く
こ
と
で
発
症
し
、現
在
、高

齢
化
が
進
む
日
本
で
は
、２
０
２
５
年
に
は
高

齢
者
の
５
人
に
１
人
が
認
知
症
に
罹
患
す
る
と

厚
生
労
働
省
は
推
計
し
て
い
ま
す
。し
か
し
、認

知
症
は
決
し
て
特
別
な
病
気
で
は
な
く
、適
切

な
治
療
、早
期
の
対
応
を
す
る
こ
と
で
、そ
の
後

の
生
活
の
質
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。

　
新
生
病
院
グ
ル
ー
プ
で
は
、外
来（
物
忘
れ
外

来
）に
お
け
る
早
期
の
診
断
や
軽
度
の
症
状
へ

の
治
療
、レ
ス
パ
イ
ト
入
院
等
に
お
け
る
在
宅

で
の
生
活
支
援
、グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
の
共
同

生
活
の
提
供
等
を
行
う
中
で
、「
そ
の
方
ら
し

く
」過
ご
す
こ
と
を
重
要
視
し
、認
知
症
を
抱
え

る
ご
本
人
と
そ
の
ご
家
族
の
思
い
を
尊
重
し
た

支
援
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
新
生
病
院
の「
物
忘
れ
外
来
」で
は
、認
知
症

専
門
医
が
認
知
症
や
軽
度
認
知
障
害
の
患
者

さ
ん
を
診
療
し
、認
知
症
の
予
防
、診
断
、治
療
、

介
護
に
わ
た
る
幅
広
い
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
患
者
さ
ん
の
症
状
や
状
態
に
合
わ
せ
、問
診・

神
経
心
理
検
査
・
脳
の
画
像
診
断（
C
T
・

M
R
I
）・
脳
波
な
ど
の
様
々
な
検
査
を
行
っ
て

い
ま
す
。そ
れ
ら
を
も
と
に
、認
知
症
の
進
行
を

遅
ら
せ
、症
状
を
和
ら
げ
る
治
療
を
行
っ
て
い

よ
う
な
慣
れ
親
し
ん
だ
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
守

り
つ
つ
、「
そ
の
方
ら
し
さ
」を
尊
重
し
た
暮
ら

し
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
認
知
症
の
患
者
さ
ん
と
そ
の
ご
家
族
は
、非

常
に
多
く
の
身
体
の
苦
痛
や
心
の
つ
ら
さ
を
抱

え
て
い
ま
す
。

　
新
生
病
院
グ
ル
ー
プ
で
は
、認
知
症
患
者
さ

ん
と
そ
の
ご
家
族
が
安
心
し
て
治
療
を
受
け
ら

れ
、療
養
が
で
き
る
よ
う
、近
隣
ク
リ
ニ
ッ
ク
の

医
師
や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、そ
し
て
専
門
医
療

機
関
等
と
密
接
に
連
携
し
、「
そ
の
方
ら
し
く
」

暮
ら
す
た
め
に
地
域
全
体
で
支
援
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

新生だより
新生病院グループ広報誌

2023年9月2日発行　発行人：特定医療法人新生病院　理事長 渋澤 一郎
地域の皆さんに向けて新生病院グループの「いま」を発信しています。
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健 けんこうしっとく

コラム康知得
口腔ケアで認知症ケア！？
＼毎日の積み重ねで清潔に／

　歯を失う主な原因は、虫歯と歯周病です。虫歯
や歯周病を放っておくと、歯周病菌が脳に影響を
及ぼしたり、歯が抜けてしまったりします。
　また、脳への刺激が減り認知症の発症リスク
を高めることが研究で明らかになっています。

　今回は、口腔ケアのメリットなどを
歯科衛生士から紹介します。

　口腔ケアとは、
①口の中の細菌や汚れを取り除くこと
②口の体操やマッサージで食べたり噛んだりする口の
　動きを健康に保つこと　です。
歯みがきやマッサージで行う「口の中の刺激」は『脳
への刺激』になり、脳が活性化されるのです！
　また口の中の汚れを取り除くことは、歯周病の予防や
治療になり、よく噛むことで脳の血流を増やし脳の働き
を良くします。

　基本は、日常行っている歯みがきです。汚れが多くて
も優しく磨くことがポイントです！
しかし、歯には磨きづらい部分や汚れの溜まりやすい
部分があります。(右図参照)

■口腔ケアのメリット

■誰でもできる口腔ケア！

「
物
忘
れ
外
来
」に
よ
る

  

早
期
診
断
と
治
療

ま
す
。

　
よ
り
高
度
な
画
像
診
断
や
不
安
感
、う
つ
症

状
な
ど
が
強
く
見
ら
れ
る
場
合
な
ど
は
、近
隣

の
専
門
医
療
機
関
と
連
携
を
図
り
対
応
し
て

い
ま
す
。

　
新
生
病
院
で
は
、介
護
者
の
休
息
の
ほ
か
、病

気
、冠
婚
葬
祭
、旅
行
等
の
事
情
に
よ
り
一
時
的

に
自
宅
で
の
療
養
継
続
が
困
難
と
な
っ
た
場
合

に
は
、病
棟
が「
レ
ス
パ
イ
ト
入
院
」と
し
て
受

け
入
れ
を
行
い
、認
知
症
看
護
認
定
看
護
師
が

中
心
と
な
っ
て
、多
職
種
が
連
携
し
て
認
知
症

患
者
さ
ん
だ
け
で
な
く
、ご
家
族
の
サ
ポ
ー
ト

も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
入
院
中
は「
そ
の
方
ら
し
い
」生
活
を
送
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
、パ
ー
ソ
ン・セ
ン
タ
ー
ド・

ケ
ア（
認
知
症
の
方
の
気
持
ち
に
共
感
し
、尊
重
し
た

ケ
ア
）に
重
点
を
置
き
、ま
た
、そ
の
方
が
自
宅
で

過
ご
す
の
と
同
じ
環
境
に
近
づ
け
ら
れ
る
よ
う

努
め
て
い
ま
す
。こ
の
環
境
設
定
は
、患
者
さ
ん

の
安
心
感
を
育
む
と
共
に
、日
常
生
活
の
継
続
性

を
大
切
に
す
る
要
素
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　　
特
定
非
営
利
活
動
法
人
パ
ウ
ル
会
で
は
、グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム「
や
ま
び
こ
の
家
」に
お
い
て
家

庭
的
な
雰
囲
気
の
中
、共
同
生
活
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
認
知
症
の
方
が
、少
人
数
の
共
同
住
居
で
ス

タ
ッ
フ
と
共
に
食
事
の
支
度
や
掃
除
、洗
濯
な

ど
の
日
常
生
活
を
行
う
こ
と
で
、認
知
症
症
状

が
穏
や
か
に
な
り
、安
定
し
た
生
活
を
過
ご
せ

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
移
動
販
売
で
の
買
い
物
や
地
域
で
の
イ
ベ
ン

ト
等
へ
も
参
加
し
、自
宅
に
い
る
と
き
と
同
じ

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

「
や
ま
び
こ
の
家
」で
の
生
活

レ
ス
パ
イ
ト
入
院
で
の
ケ
ア

外来（物忘れ外来）
入院（レスパイト入院等）

グループホーム
「やまびこの家」

患者さんとご家族

歯科口腔外科 【お問い合わせ】026-247-2033（代表）

「
そ
の
方
ら
し
く
」過
ご
す
こ
と
を
支
え
る

〜
認
知
症
と
共
に
生
き
る
こ
と
の
支
援
〜

地
域
全
体
で
の
支
援

　歯の一本一本を磨くようにブラッシングをして丁寧に
磨くことを心掛けましょう！
　また、歯周病の予防や治療のためにも定期的に歯科医
院を受診し、かかりつけ医を持つことも大切です。
　歯みがきのアドバイスや歯石除去などを行って「専門
的口腔ケア」をしてもらいましょう。病気等で歯科医院に
通院できない方は歯科による訪問診療という方法もあり
ます。かかりつけなどの歯科医院やケアマネジャー、当院
の歯科口腔外科までご相談ください。

▲グループ内で展開している
　移動販売

▲レスパイト入院中の集団体操

【診療時間】
毎週水曜日
9時～12時
（予約制）

※初診の方もご予約が
必要です

▼ご予約はこちらへ
電話：026-247-5517

物忘れ外来の
受診

レスパイト入院

▼ご相談はこちらへ
電話：026-247-2106

 (地域連携室) (地域連携室)

グループホーム
「やまびこの家」
▼見学・入居に関するお問合せ
電話：026-213-6747

歯と歯の間 抜けた歯のまわり

歯と歯肉の境目 歯と歯が重なったところ

奥歯のかみ合わせの部分



「奉仕」「感謝」「信頼」
―基本理念―

わたしたちは、ミスパウルを象徴とするカナダミッションの志に習い、
奉仕の精神をもって地域福祉に貢献します。

わたしたちは、命の大切さを尊び、愛情と感謝の心を持ち続けます。

わたしたちは、自らの仕事に誇りを持ち、全ての人に誠実で丁寧に向き合い、
信頼関係を深めます。

特定非営利活動法人 パウル会
―基本理念― ―基本方針―

キリストの教えと行いに学び、「全人医療」を実践します。
全ての人々に、人や人種による差別なく、小布施という
「地域」の中から「世界中」の人々に。
キリストの精神である「仕える」ことによって

「新たな生」が始まります。

1. 命の尊厳　
2. 連携
　

3.人財の育成

4. 健全経営体質

私たちは命の尊厳を大切にした医療に取り組みます。
私たちは、小布施町を中心とした「地域」の中で、医療・福祉・保健・
介護・行政を担う各機関との連携を通して、命の尊厳と質を患者さ
んとともに追求できる医療体制の構築に取り組みます。
私たちは、業務の遂行を通して、社会に貢献することを喜びとする
人財の育成に努めます。
私たちは、良質な医療を安定・継続して提供できるよう、健全な経営
の構築に努めます。

1.
2.

3.

わたしたちはキリストの愛と精神にもとづき
医療を通して全ての人々に仕えます。

特定医療法人 新生病院

　新生病院では、リハビリテーション専門職（理学療法士・作業療法士・言語
聴覚士）を地域住民の方の「集いの場」や介護サービス事業所等へ派遣し、地
域で暮らす方々が元気に過ごすためのお手伝いをさせていただいています。

【お問合せ】 TEL.026-247-2033（代表）

「住み慣れた地域で、自分らしく生活を続けていけること」が
できるよう専門職の知識をご活用ください。ご要望などありま
したら、ぜひお問い合わせください。

地域住民の方の「集いの場」などに伺い、要介護状態の予
防や改善、重度化防止のための運動指導を行っています。
高齢者をはじめ地域住民の方が、他者とのつながりの中で、体操や運動を通
じて、主体的に介護予防に取り組む支援をさせていただいています。

事業内容事業内容

１．住民への介護予防に関する技術的支援１．住民への介護予防に関する技術的支援

２．介護職員に対する技術的支援２．介護職員に対する技術的支援

副院長着任(8月1日)の紹介副院長着任(8月1日)の紹介
　
横
浜
市
立
大
学
医
学
部
を
１

９
８
４
年
に
卒
業
し
、リ
ウ
マ

チ
・
膠
原
病
領
域
の
大
学
院
を
修

了
後
は
、神
奈
川
県
内
の
病
院
で

内
科
医
と
し
て
勤
務
し
ま
し
た
。

　
２
０
０
４
年
か
ら
7
年
間
、大

学
病
院
で
臨
床
研
修
の
運
営
と

医
学
教
育
に
専
念
し
た
際
、前
院

長
の
大
生
先
生
に
お
世
話
に

な
っ
た
こ
と
が
、新
生
病
院
に
つ

な
が
り
ま
し
た
。

　
２
０
０
４
年
か
ら
約
12
年
間
、

東
京
医
科
大
学
八
王
子
医
療
セ

ン
タ
ー
に
勤
務
し
、今
ま
で
で
一

番
長
く
務
め
た
病
院
に
な
り
ま

す
。赤
ち
ゃ
ん
を
抱
え
て
外
来
を

受
診
し
た
若
い
女
性
が
小
学
生

の
お
母
さ
ん
に
な
っ
た
り
、70
歳

台
の
活
動
的
な
女
性
が
一
人
暮

ら
し
を
心
配
す
る
よ
う
に
な
っ

た
り
、12
年
の
月
日
を
感
じ
つ

つ
、新
生
病
院
へ
来
ま
し
た
。

　
　

　
リ
ウ
マ
チ
・
膠
原
病
領
域
が
専

門
で
す
が
、呼
吸
器
内
科
や
内
科

全
般（
心
臓
疾
患
以
外
）を
担
当

し
て
い
た
期
間
も
長
く
、八
王
子

で
は「
総
合
診
療
科
」の
外
来
も

担
当
し
て
い
ま
し
た
。救
急
で
運

ば
れ
て
来
た
患
者
さ
ん
に
秒
単

位
で
対
応
す
る
の
は
少
し
厳
し

く
な
っ
て
き
ま
し
た
が（
反
射
神

経
が
・・・
）、患
者
さ
ん
と
お
話
し

な
が
ら
検
査
を
考
え
、そ
の
結
果

を
見
な
が
ら
一
緒
に
治
療
を
考

え
て
い
き
ま
す
。

　
長
ら
く
勤
務
し
て
い
た
総
合

病
院
、急
性
期
病
院
の
医
療
の
基

本
は
、救
急
患
者
さ
ん
や
手
術
が

必
要
な
患
者
さ
ん
な
ど
断
ら
ず

に
受
け
入
れ
、治
療
を
開
始
し
安

定
し
た
ら
、な
る
べ
く
早
く
退
院

ま
た
は
次
の
病
院
に
引
き
継
ぐ

こ
と
で
す
。

　
病
気
が
進
行
し
て
積
極
的
な

治
療
が
で
き
な
い
、ま
た
は
希
望

し
な
い
患
者
さ
ん
は「
他
の
病
院

に
行
っ
て
下
さ
い
」と
言
わ
れ
て

し
ま
い
ま
す
。

　
急
性
期
病
院
を
卒
業
し
た
患

者
さ
ん
を
受
け
入
れ
る
病
院
で

働
き
た
い
、通
院
が
難
し
く
な
っ

た
患
者
さ
ん
の
ケ
ア
に
従
事
し

た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
て
、新

生
病
院
に
来
ま
し
た
。

　
最
近
の
お
気
に
入
り
は
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
で
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ

ン
ス
・
北
欧
の
ミ
ス
テ
リ
ー
ド
ラ

マ
を
見
る
こ
と
で
す
。古
典
的
名

作「
ポ
ア
ロ
」は
も
ち
ろ
ん
、

「Vera

」（
ヴ
ェ
ラ
〜
信
念
の
女
警

部
）、「L

ew
is

」（
オ
ッ
ク
ス

フ
ォ
ー
ド
ミ
ス
テ
リ
ー 

ル
イ
ス

警
部
）、「A

strid
 et R

a-
phaëlle

」（
ア
ス
ト
リ
ッ
ド
と
ラ

フ
ァ
エ
ル
文
書
係
の
事
件
録
）な

ど
を
見
て
、楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　
先
祖
は
新
潟
人
で（
祖
父
母
の

代
ま
で
は
新
潟
）、生
ま
れ
は
静

岡
・
浜
松
で
す
が
、生
ま
れ
て
す

ぐ
に
引
っ
越
し
た
の
で
記
憶
に

あ
り
ま
せ
ん
…
。

　
東
京
↓
山
形
↓
東
京
↓
神
奈

川
と
引
っ
越
し
て
、初
め
て
の
長

野
で
す
。春
に
新
生
病
院
に
来
た

と
き
、リ
ン
ゴ
の
花
を
初
め
て
見

ま
し
た
。

　
小
布
施
の
町
を
探
検
し
な
が

ら
、地
域
の
皆
さ
ん
の
お
役
に
立

て
る
よ
う
が
ん
ば
り
ま
す
！

　

 

こ
れ
ま
で
の
経
歴

医
療
人
と
し
て

大
切
に
し
て
い
る
こ
と

地
域
の
皆
さ
ん
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ

趣
味・特
技

 

専
門
領
域
に
つ
い
て

副
院
長

青
木 

昭
子 

医
師

あ
お
き
　
　 

あ
き
こ

〒382-0045
長野県須坂市大字井上1700-14

　整形外科、リウマチ科、リハビリテーション科
を診療科目としています。MRIやCＴ等の医療
機器を完備し、迅速な診断と適切な治療を提
供。骨粗鬆症や動脈硬化の検査等も行い、健康
と生活の質をサポートします。
　患者様一人ひとりとのコミュニケーションを
大切にし、患者様に納得していただける治療を
心がけております。

診療日
受付時間 月 火 水 木 金 土

休
休

8：30～12：00

14：30～18：00

休診日｜水曜・日曜・祝日 TEL.026-248-5588

ごみょう整形外科クリニック須坂市

連携医療機関のご紹介

診療科目／整形外科・リウマチ科・
　　　　　リハビリテーション科

院長 
五明 広樹先生

「診断は科学、治療は技術、　適応は哲学と科学的根拠」
を理念に、信頼と真摯な姿勢で向き合い、個別に適し
たアプローチを行います。
　プロフェッショナルとしての医療を地域の皆さんに
提供していくことを目指していきたいと思っています。

日頃より連携し、地域の健康増進を共に支えるお医者さんをご紹介します

診療をご希望の方は
事前にご予約の上
お越しください。

TEL：026-247-5517

【 診療日時 】
月・木曜日 8：45～12：00

【 診 療 科 】
内科

リハビリテーション専門職を地域へ派遣しています

専門職が在籍していない介護サービス事業所職員にむけて、 利用される方が
現在の状態を維持することができるように、身体介助の方法やポジショニン
グ、集団体操のプログラムの提案と教育を行っています。


